
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 6 施策№ 63 事業№ 47 17

事務事業名 文化財保護事業への補助
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始 1 終了
H28担当課等名 生涯学習・スポーツ課 H28係等名 文化財保護係 H27係等名 文化財保護係

基本計画上
の位置づけ

政策 6 地域の自然・歴史・文化を活かし続けるまちづくり

施策 63 地域資産の保存・継承

目
的

対象（誰・何を） 国・県・市指定・登録文化財

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

国・県・市指定・登録等文化財数
（件）

156
意図（どういう状態
にするか）

指定文化財所有者と協働し、後世に伝えていくための保
護措置を行う

向上させたい上位施
策の成果指標

保存･継承されている地域資産の数（累計）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

保護事業を実施した指定文化財数（件） 3 5 5 5

定性
目標

事
業
概
要

・指定等文化財の管理及び保護のために行う修繕等に補助金を交付する。
・①文化財保護法の規定による国の補助金の交付を受けた事業　②長野県文化財保護条例および補助金交付規則の規定による県の
補助金交付を受けた事業　③飯田市文化財保護条例の規定による指定文化財の管理及び保護のために行う事業について、飯田市文
化財保護事業補助金交付要綱に基づき補助する。
・所有者が事業主体となって行う①指定文化財の保存のために行う修理及び災害復旧事業並びに環境整備事業　②指定文化財の保
護のために行う防災上の工事及び修理並びに災害復旧事業に対し、補助金を交付する。
・国・県の指定・登録文化財については、国・県教育委員会の指導を受けながら所有者等と協働して事業を行う。

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

保護事業
（１）下伊那教育会土蔵等　自火報設置工事
（２）立石の雄スギ　枝折れ養生工事
（３）立石の雌スギ　枝折れ養生工事
（４）野底山のモリアオガエル繁殖地　えん堤築堤工事
（５）大名行列　用具修理・更新

（１）補助金額
（２）補助金額
（３）補助金額
（４）補助金額
（５）補助金額

（１） 594千円
（２） 80千円
（３） 91千円
（４） 342千円
（５） 692千円

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 199 3,008 1,799 2,248

国庫支出金

県支出金

起債

その他

一般財源 199 3,008 1,799 2,248

人件費計（千円）② 250 536

正規職員所要時間 70 150

臨時職員所要時間

総事業費①+② 449 3,008 2,335 2,248

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

立石の雄スギ雌スギの両杉について、枝折れ部の養生工事を行い、樹勢の回復を図った。野底山のモリアオガエル繁殖地の
えん堤を改修し、水漏れをなくすことにより繁殖環境を良好にした。下伊那教育会館土蔵に自火報装置を設置した。大名行
列保存会の用具更新を補助することにより、後継者育成とお練り祭りでの公開を援助した。

改革改善
の考え方

①問題
点

文化財の多くが民間所有であり、経費負担を伴う保護事業の実施においては、所有者の費用負担を含めた理解・協
力が課題となる。

②改革
提案

文化財パトロール等を通じて保存状態を把握し、修繕等が必要な文化財については、所有者と十分な話し合いを行
う。


